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デュアルステッパモータドライバ
モジュールソリューションキット
クイックスタートガイド

��

LV8714TASLDGEVBはオンセミコンダクターのモータドラ
イバ、LV8714TAを�いて2つのステッパモータ�を�
に��
するために��されたモジュールです。

Arduino Micro1)による��が��で、��のベースボードに
�モジュールとArduinoMicroを�み�わせれば、モータ���
	の��です。

GUIとオープンソースのAPI
#を$って、�
、すぐにモ
ータを�すことができます。

��

•�VCCmax = 18 V, IOmax = 1.5 A2)

(OUT_A−B_OUT_C−D_OUT_E−F_OUT_G−H�それぞれ)
•�6～12 V�アプリケーションに%�(VCC = 4～16.5 V&')

•����	
��≒0
•�Full step (2�(�)、Half�step(1-2�(�)はもちろん、
+�VREF,-により、/�012%�3��の1/128を�える
1/256�4が��

•�ユーザフレンドリーなGUIで�チェックができ、サンプルプ
ログラムの��が��

さらに�しい�2の:;は↓のURLからご��ください
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/product.do?id=LV8714TA

1) Arduino/GenuinoはArduino AGの���です。
2) この��、��を�えるストレスは、デバイスにダメージを�える���があります。これらの�を�えた��は、デバイスの�
��を�ない、ダメージが じたり、!"�に#$を%ぼす���があります。
また&'()により、IOmax*+の��でもICが,-し、&'が./することがあります。
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Figure 1. LV8714TASLDGEVB Board

Figure 2. ONBB4AMGEVB Board with
Arduino Micro and LV8714TASLDGEVB

Board

http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/product.do?id=LV8714TA
http://www.onsemi.jp/
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��なもの

•�PC
&'OS：Windows 7/ Windows10, 64bit
インターネットに��されていること

(P3『TimerThreeライブラリのインクルード』�のみ)
ArduinoIDE 1.8.4がインストールされていること3)

Administrator(���)=�をもつユーザであること
•���

ACアダプタ @-�A：4～16.5 V
@-� ：～6 A
コネクタEF：センタープラス、
*HI＝2.1 mm、+I＝5.5 mm
WSU120-1000（TRIAD Magnetics�）&'
または$ J4K��、L�M%

キットの
�

ハードウェア

•�LV8714TASLDGEVB：モータドライバモジュール

•�ONBB4AMGEVB：ベースボード

•�Arduino Micro

•�USBケーブル(Micro B-A)

•�マイナスドライバ
•�ステッパモータ MDP-35A

(U��&セイミツ�、ステップ'＝7.5°、
12 V / 300 mA)× 1X

ソフトウェア

Y(リンクのZ�サイトに\)している、LV8714TASLDGEVK Software (Japanese)に]Yのファイルがすべ
てH*されています。
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/evalBoard.do?id=LV8714TASLDGEVK

. . . Arduino IDEインストーラー

. . . GUIおよび.NET Framework4.6.1のインストーラー

. . . .NET Framework4.6.1の01ファイル

. . . API03ライブラリ

. . . GUI5Arduinoプログラム

. . . GUIの01ファイル

3) 9 な る バ ー ジ ョ ン で は : ; に & ' し な い < � � が あ り ま す 。 イ ン ス ト ー ル さ れ て い な い � � はA p p e n-
dix（>?@A）をCDしてください。

http://www.onsemi.jp/
http://www.onsemi.jp/PowerSolutions/evalBoard.do?id=LV8714TASLDGEVK
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ソフトウェアのセットアップ

%_にダウンロードしたファイルを�bしたフォ
ルダ

をPCのおdきなディレクトリにダウンロードしてく
ださい。(g：デスクトップ　またはライブラリ￥ド
キュメント)

APIライブラリのインクルード
]YのjkはArduino Microをl,せずに-ってく
ださい。

1. をダブルクリックして
、ArduinoIDEを.ちmげます。(ArduinoIDEの
インストールnoは�Appendix�(/01p)をq
2してください)その3_めて.ちmげるrに
はY(のメッセージがでますので
「OK」を4sします。

2. APIライブラリのインクルードを-います。
Ytのように、「スケッチ→ライブラリをイ
ンクルード→.ZIPvwのライブラリをインス
トール…」を4sしてください。

ダイアログが56されるので、
API
#ライブラリ「LV8714_APILibrary」を
Ytのように4sして「)く」ボタンをyし
てください。

（ダブルクリックすると、zしくインクルー
ドできません）

このjkは、API
#ライブラリを{|する}�
などを7き、8り9し~-する�:はありません。

TimerThreeライブラリのインクルード
(すでにインクルード;みの}�は�インクルード
の�:はありません。)

APIライブラリのインクルードと�Fに、「スケ
ッチ→ライブラリをインクルード→ライブラリを�
�…」を4sしてください。

ライブラリマネージャが.ちmがりますので、m
�の「�<フィルター」に「TimerThree」と�ち=
んでください。

*EFのスクリーンキャプチャはH�IのものをJKしています

http://www.onsemi.jp/
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インストールの�/が56されますので、「Timer
Three」を4sし、インストールしてください。

Arduinoプログラムのコンパイル
� Arduinoへの�き�み

1. 「ツール→ボード」でYtのように
Arduino/Genuino Microを�4します

2. 「スケッチ→�>・コンパイル」を~-して
ください。

エラーが?ければ「コンパイルが��しました」
と56され��となります.

3. PCとArduinoをUSBケーブルでl,します。
l,したシリアルポートを��し、Ytのよ
うにチェックを,れます。

4. 「スケッチ→マイコンボードに�き=む」か

をyしてArduinoにプログラムを�き=み
ます。

�き=みの@�でArduino Micro bootloader
がインストールされます

*EFのスクリーンキャプチャはH�IのものをJKしています

http://www.onsemi.jp/
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z�に�き=めた}�は「ボードへの�き=
みが��しました。」が56されます。

Arduinoに�き=んだプログラムは、�き�え
ない�りAえることはありません。
プログラムの�き=みに��した}�は、
�ページ1ボード�の��、3シリアルポート
のl,��を-ってください。

Arduinoプログラムの�き�え
]Yの1,2にあてはまる}�は�BでArduinoに�
き=んだプログラムを�き�える�:があります。
1. API
#ライブラリを{|する}�
a)��API
#ライブラリの�7

MyDocument\Arduino\librariesを)き
LV8714_APILibraryフォルダを�7してく
ださい。

b) API
#ライブラリのインクルード
%|CのAPI
#ライブラリをPCのおdき
ディレクトリに��してください。
(P3「ソフトウェアのセットアップ」q2)
��した%|CのAPI
#ライブラリをイ
ンクルードしてください。
(P3「APIライブラリのインクルード」q
2)

c) Arduinoプログラムのコンパイル・Arduino
への�き=み(P4「Arduinoプログラムの
コンパイル・Arduinoへの�き=み」q2)

2.�のモジュールのテストを-う}�
(すでに�のモジュールに��したAPI
#ラ
イブラリがインクルードされている}�)
m(1のc)Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduinoの�き=み
を-ってください。
ただし�のモジュールを�めてテストする}
�はそれぞれのマニュアルに0って¡jして
ください。

GUIのインストール

1. の�の

をダブルクリックで~-し、

]YのようにインストールjkをDめてくだ
さい。

※すでに/GUI(ON_MD_Module_Kit_GUI)が
インストールされていて、%|GUIをインス
トールする}�は、��GUIをm�き{|し
ます。

(アンインストール¢:)
2. NET�Framework4.6.1がインストールされてい
ない}�はYのダイアログが56されますの
で「�£する」をyしてください

インストールが�まります
(このインストールには#3かかります)

*EFのスクリーンキャプチャはH�IのものをJKしています

http://www.onsemi.jp/
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NET�Frameworkのインストール��¤、Yのダイ
アログが56された}�は、「はい」を4sし、�

E�¤に をダブルクリックして

GUIのインストールを�)してください。

3. GUIのインストールを-います。
「¥へ」をyしてください。

4.インストールするフォルダを�4しますFに
�4がなければこのまま「¥へ」をyしてく
ださい

「¥へ」をyしてください。

ユーザアカウント��のアラートがダイアログ5
6されますので、「はい」を4sしてください。
Y(GHが56されます。インストールは��で
す。

http://www.onsemi.jp/
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Y(のように、デスクトップにGUIショートカッ
トアイコンがj�され、Windowsスタートメニュー
にプログラムがI¨されたことを��してください
。

デスクトップショートカット

スタートメニュー

http://www.onsemi.jp/
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ハードウェアのセットアップ

1. ONBB4AMGEVB(]Y、ベースボード)にLV8
714TASLDGEVB(]Y、モータドライバモジ
ュール)をl,します。ピンヘッダが«がらな
いよう、J£しながら¬までし=んでYさ
い。

2. Arduino/Genuino�Micro(]Y、Arduino)をtの
ようにl,します。ベースボード®¯に°か
れている、『←USB』をK±に²きを�Lえ
ないようにl,してYさい。

1.

2.

3.モータMの³NのOPを5 mm～10 mmQ´む
き、]Yの5をqRにOUT_A/B/C/D (CN5)、
OUT_E/F/G/H (CN7)にµ,し、マイナスドラ
イバでしっかり¶4してYさい。

CN5 CN7

OUT_A S OUT_E S

OUT_B T OUT_F T

OUT_C U OUT_G U

OUT_D V OUT_H V

U

V

S T

リファレンスモータWMt

(qR：zしくl,されていない}�はモータが�
らないか、�Xn²が,れ·わるだけで、¸Yの¹
ºにはなりません。)

4. ArduinoをUSBケーブルでPCにl,してYさ
い。

5. DCジャックにACアダプタをµ,してくださ
い。このとき、ACアダプタはセンタープラス
タイプであること、����4～16.55V��で
あることを��してください。

CN6

CN5

5.

4.

3. CN7

ACアダプタの»わりに��ケーブルを$�する}
�はCN6に��ケーブル＋/－をl,してYさい。�
�ケーブルは＋/－の !を"#わないでください。
(VCC = +, GND = −)

http://www.onsemi.jp/
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GUIの$�%&

1.

2.3.

13.
.

6.

5.

12
.

15.

16.

14.

16.
18.

4.

7.

.

8.

10.

11.

9.

6.

5.

4.

7.

.

8. 9.

17. 19.

1. GUIショートカットアイコンをダブルクリッ
クしてGUIをE�し、COMl,をします

コンボボックスのドロップダウン¡jで\¼$�
��なCOMが56されます。Arduinoがl,されて
いる}�、mtの]り「Arduino�Micro�(COMx)」と
5 6 さ れ ま す の で そ ち ら を 4 s し 、
「Connect」をyYしてください
2. ArduinoにLV8714のGUI�Arduinoプログラム
が�き=みされている}�は^�でLV8714の
タブに½り·わります

3.チップイネーブル¾�の�4をします。
チップイネーブル¾�とはLV8714の
¿¾/�jモードを½り·える¾�です。
「Operation」…�jモード
「Standby」…¿¾モード

4.(�nwと�Xn²を�4します

Excitation('(%)) 1ステップの*+,

Full step ステップM

Half step ステップMのNO

Quarter step ステップMの1/4

1/16 step ステップMの1/16

1/64 step ステップMの1/64

1/256 step ステップMの1/256

Direction(�Xn²)：
CW…r��り
CCW…Àr��り

※ �Xn²はモータMのl,のEnによって_な
ります

http://www.onsemi.jp/
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5.@-モータ� の�4をします。

スライダもしくはÁ¯のBoxの#Âを¡jす
ることで@-� を10$�する��、モータ
のEFによる��Â(®¯のBox)の`ÃHで�
4できます。
�4Âは0.01 AÄみですが、ArduinoのEFm
、a´には�bがあります。

※ .ちmげrにリファレンスモータおよび&'ア
ダプタに�わせた@-� 0.3 [A]が�4されて
おり、�cÅで$�する}�はÆめて�4する
�:はありません。

6.ステップ'を�4します

'´を4sした¤、SetボタンをyYしてください
。SetボタンをyYしないと�4されません。

※ ステップ'はモータによって_なります。��
のリファレンスモータを$�する}�は7.5°に
�4してください。

ステップ'を�4することで、Motor Speedの
「rpm」とTransfer Unitの「Degrees」が4s��にな
ります

7.�Xd´をstep/sまたはrpm
Çで�4します

step/s(=pps)：モータD-��ÈÉのÊe#
rpm：13あたりのモータの�X#

step/sとrpmの
Ëは]Yの�fwで5されます。

rpm �
(StepM [°]) � (steps�s) � 60 [s]

360 [°]
� (PQRS)

(eq. 1)

�fwの「(�nw」には]Yの#Âを»,しま
す。

Full step 1

Half step 1/2

Quarter step 1/4

1/16 step 1/16

1/64 step 1/64

1/256 step 1/256

g)
リファレンスモータ(ステップ'�= 7.5°)を1/16�step、
160 step/sで��したときのrpm

7.5 � 160 � 60

360
�

1

16
� 12.5 [rpm]

(eq. 2)

またstep/sはGUImでは0.1Äみで,-できますが、
ソフトのEFm、~-��なstep/sは]Yのwで5さ
れます。

step�s �
1

100 [�s] � n � 4
� (PQRS)

(eq. 3)

(n: T3)

Half stepの}�のみ、nはÌ#となります。
n�=�1�(Half�stepの}�はn�=�2)�のときのÂがÍ(�
nwにおける%ÎÂとなります。
ただし、ステッパモータはÏ¨dをgÐとし、%
��Xd´を�えるdさの��ÈÉにはzしく�X
できず、ÑÒしたり、Ó�したりします。

http://www.onsemi.jp/
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これらにより、��のリファレンスモータ

(?hi)、&'ACアダプタ(12�V�/�1�A)を$�する}
�はYの5をqRに�Xd´を�4してくださ い。

Full Step 1～360 step/s 2～j450 rpm

Half Step 1～720 step/s 1～j450 rpm

Quarter Step 1～1440 step/s 1～j450 rpm

1/16 step 1～4992 step/s 1～j390 rpm

1/64 step 1～9984 step/s 1～j200 rpm

1/256 step 1～10000 step/s 1～j49 rpm

また、リファレンスモータのFÔにより、Quarter
step]mの(�nwで��しても、Õ¿よりもÎき
な'´で�XするkÖがあります。

8.��ÈÉlÈÕ�の
ÇとÂを�4します
�4×Øをmnすると��ÈÉのlÈをÑÒ
します。このときモータはÑÒし、トルクを
�Ùします。モータには��が�れ�けます
ので-.に/0が12です。]�をÒめると
きはFreeボタンをyYしてください。
Ú£のタイミングでモータをÑÒしたい}�
は、0 (Infinity)を4sしてください。

g1：モータを103��Xさせる}�
Transfer Unit = Seconds
Transfer Time = 10 [seconds]

g2：モータÇoを100ステップ4ÛKさせる}�
Transfer Unit = Steps
Transfer Step = 100 [steps]

g3：モータを180´�Xさせる}�
Transfer Unit = Degree
Transfer Angle = 180 [degrees]

9. StartボタンをyYするとモータが�Xします
モータ�X�に、
Output�Current(@-モータ� )
Excitation ((�nw)
Motor�Speed (�Xd´)
をÛ{する}�は、Í�4ÂをÛ{¤に
StartボタンをyYするとÀÜされます。
Direction（�Xn²）のÛ{はÝÞHoldボタ
ンでモータをÑÒさせてから、�4ÂをÛ{
し、StartボタンをyYしてモータを�E�す
ることを&'します。
HoldボタンをyYするとモータがÑÒし、
トルクを�Ùして、モータpを¶4します。
FreeボタンをyYするとモータがÑÒし、
トルクを�い、+-によって^qに�きます
。

モータにEßをさせたままÇoを�ちたい}
�や、モータをÝrÑÒし、�じÇoから�
E�したい}�はHoldボタンをyしてくださ
い。このとき、モータには��が�れ�けま
すので-.に/0が12です。

10.$�する��、モータのEFを,-します。
Supply Voltage…��àr�A
MAX Supply Current…%Î��� 
Motor Rated Current…モータ4á� 
Motor�Winding�Resistance…モータコイルâã
Max Output Current Setボタン：
m(4つの�4Âから%Î@-� を�fし
、5@-モータ� の�4`Ãに��がかか
り、よりJäなモータ��が-えます。

11. 2つのモータを�rに��)�、ÑÒすると
きに$�します。
Start：2つのモータを�rに��)�する}�
または�4を�rに{|する3に$�します
。

Hold：2つのモータを�rにÑÒするときに
$�します。å々に��)�した}�でもæ
çです。このときトルクを�Ùして、モータ
pを¶4します。
Free：2つのモータを�rにÑÒするときに$
�します。このときモータはトルクを�い、
+-によって^qに�きます。

12.�AÂsみèり¾�
13. GUItu½り·え
14. GUIツールチップ56
15. Help¾�
について、�しくはAppendix
(/01p)をq2してください。

http://www.onsemi.jp/
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16. GUIのv�
GUIのv�は、GH®YのExitボタンyY、ま
たはGHm�メニューバーのExitのクリック
で-えます。

いずれかの¡jを-うとY(のポップアップメッ
セージが56されます。

「はい」を4sするとGUIがv�します。
「いいえ」を4sするとGUIはv�せず、メイン
GHにéります。
モータの�X�にv�すると、GUIがモータを
ê�wにÑÒしてからウインドウをxじます。

17. GUIログの��
18. GUIログのAë
19. プログラムy�

については、¥BGUIログのì�noをq2
してください。

http://www.onsemi.jp/
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GUIログの56%&
GUI¡jでシリアルlÈを-う3、APIをどのよう
なÛ#でE�したのかログGHに56する¾�をæ
します。

i. UVログ

i. ステップMのセット

ii. StartボタンX+

iii. Hold ボタンX+

iv. FreeボタンX+

iii. UVログ

iv.UVログ

ii. UVログ

17. 18.19.

17. GUIログの��
SAVE(��)ボタンをyYすると、\¼56さ
れているjkログをtxtファイルまたはcsvファ
イルに��できます。

18. GUIログのAë
CLEAR(Aë)ボタンをyYすると、\¼56
されているjkログをAëします。

19.プログラムy�
Generate�Program(プログラムy�)ボタンをy
Yすると、ログに56されたAPI~-ログを
Arduinoでそのままì�できるプログラム
(.inoファイル)として@-できます。
@-された.inoファイルをArduinoに�き=む
ことで、GUI¡jしたÐzどおりにArduinoに
^�~-（スタンドアローン�j）させるこ
とが��です。
Arduinoプログラムy�¾�の�{は、
Appendix(/01p)19�Arduinoプログラム^�
y�をq2してください。

http://www.onsemi.jp/
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��	�


���のインストール

]YのjkはArduinoを��せずに-ってくださ
い

ArduinoIDEのインストール
1.キットHUSBメモリにH*のArduinoIDEのイ
ンストーラー

を~-します_なるバージョンではz�に�
jしない��Ôがありますので、�バージョ
ンを$�し、アップデートもおíえください

2.Y(GHが@-されるので�£する}�は
「I Agree」を4sします

3.Y(はÛ{する�:がありませんので「Next
」をyしてください

4.インストールするディレクトリを�4します
Fに�4する�:がなければそのまま
「Install」をyしてください

5. ArduinoIDEのインストール�にY(5つのUSB
ドライバーのインストールがおこなわれます

ので(z¢�)、いずれも「インストール」を
yしてください
� Arduino USB Driver
� Genuino USB Driver
� libusb-win32
� Adafruit�IndustriesLLCポート(COMとLPT)
� Linino ポート(COMとLPT)

6.Y(CompletedGHが56され、インストール
が��となります

http://www.onsemi.jp/
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GUI��781234567891011
(¾�タイトルの|Éはクイックスタートガイドの
「GUIの¡jno」で6した|ÉとÝ}しています)
12. LV8714 VREFNï�AおよびA3,�A4,�A5+�
,-�Aを�ります。
ドロップダウンリストからVREFまたはAxを
4sし、READボタンをyYするとピンクの
ðに�AÂが56されます。
VREF1,�2… Motor1@-モータ� ñ~�A
VREF3,�4… Motor2@-モータ� ñ~�A
5@-モータ� �4のñ~となる�Aを5
6します。

VREF [V]

3
� �YZモータ��

4000
� � 1.5 [k�]

(eq. 4)

@-モータ� を0.30 Aに�4した}�、

VREF [V] �
0.30 [A]

4000
� 1.5 [k�] � 3 � 0.3375 [V]

(eq. 5)

となり、この�òÂを56します。
VREFNï�Aの�4��な%óÂは0.2�V�
¤(� Â�f：j0.18 A)、%ÎÂは1.5�V�(�
 Â�f：j1.3�A)です。
A3,�A4,�A5はオープンとなっていますので、
Base�boardのCN8のÍNïにÚ£のÈÉMをl
,することで、そのÈÉ�Aレベルを56す
ることができます。
(A2はVREF3,4にl,してあるため、
$��Ò)

13. GUItu½り·え

Ámのメニューにより、56tuの½り·え
が-えます。

tuがÛ{される��はタブエリア]+で、
ツールチップ(¤�)とログGHとなります。

タブエリアは[\]^が

されません(_\J`ab)

14. GUIツールチップ56
�GUIツールはGH¡jにより、USBシリア
ルにlÈを-い、ArduinoHのAPIを~-させ
ます。

GH¡jをすると、どのAPIを~-すること
になるのかツールチップにてヒントを56す
る¾�をæしています。

*EFのスクリーンキャプチャはH�IのものをJKしています
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ツールチップの56はメニュー¡jでON/OF
F½り·えが��です。

15. Help¾�
Helpメニューより、GUI、APIのバージョン:
;、シリアル]Èの�{が��できます。

About4srはY(のダイアログが56され
ます。

APIバージョン

cde

GUIバージョン

SerialPort4srはY(のダイアログにより、
シリアル]Èのõ:が56されます。161718

19. Arduinoプログラム^�y�
Arduinoプログラム^�y�¾�をì�してユ
ーザのGUI¡jによるAPIの~-ログを
Arduinoでì�できるプログラム(.inoファイル
)として@-することが��です。
@-された.inoファイルをArduinoに�き=む
ことで、ユーザがGUI¡jしたÐzどおりに
Arduinoをスタンドアローン�jさせることが
��です。

1) Arduinoプログラムのy�と�き=み
「プログラムy�(Generate Program)」をyY
し、ファイル��ダイアログを)いてくださ
い。

Ú£のディレクトリを4sし、「��」をy
Yしてください。(g：デスクトップ または
ライブラリ￥ドキュメント)

はGUI¡jする3に
$�するプログラムですので、このファイル
とはåファイルに��してください。

��されたArduinoプログラムをダブルクリッ
クし、ArduinoIDEを.ちmげます。

*EFのスクリーンキャプチャはH�IのものをJKしています
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Arduinoに�して、GUIとArduinoIDEを�rに
l,することはできません。
Arduinoプログラムを�き=む}�は、GUIを
v�するか、GUIの「½ö(Disconnect)」をy
Yしてから、ArduinoIDEのjkをDめてくだ
さい。

このあとのÐzは、クイックスタートガイド
のP4「Arduinoプログラムのコンパイル・
Arduinoへの�き=み」をq2してください。

2) y�されたArduinoプログラムのì�no
y�されるプログラムのÍAPI�jの¤には
、delay (0)がµ,されます。delay
#の÷#(
0)[※]をÛ{することでモータの�Xr�や
ÍAPI~-¤のインターバルr�をユーザが
^qに�øでき、よりùい]りなスタンドア
ローン�jが��になります。
※:�LV8714�API
#によって、Arduinoのú
~クロックTIMER0にû�をüえます。その
ためdelay
#の~-r�は640003の1�とな
ります。
1�を�4する}�は(64000)を,-

[インターバルr�のÛ{g]

NOTE

ýHの��Hþ
motorRotationDeg(10,�720.0,�0,�0):モータ1、フ
ルステップ、zX、10�Step/s、720�degの'´
�4でモータ��スタート

delay(640000)
: モータ��r�＝ 10000[msec]

(10�)
motorRotationFree(0)
:モータ1の]�オフ

delayの�4が�いか0のままですと、コマン
ドが�r�でD-するため、モータ�jが�
�できません。

NOTE: このdelay�4により、プログラム�き=み
��¤、プログラム�き=み;みの}�は
USBl,¤、またはリセットボタンyY¤
、1�mnしてからコマンドD-します。

(r��ø��)
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ボード ! (1/2)

Figure 3. LV8714TASLDGEVB モジュール !

61301211121

61302421121
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Table 1. LV8714TAモータドライバモジュール �(�

�(�) *� �(+ , ��- サイズ メーカ �(+

IC1 1 モータドライバIC − − TQFP48 オンセミコンダクター LV8714TA

IC2 1 オペアンプ − − WQFN10 オンセミコンダクター MC34072AMTTBG

IC3 1 デジタルポテンショメータ − − TSSOP24 オンセミコンダクター CAT5251YI−00−T2

R1 − 4 4 チップij 1.5 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*152J

R5, R6 2 チップij 100 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*104J

R7 1 チップij 100 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*104J

R8 1 チップij 33 k�, 0.1 W ±5% 1005 (0402) KOA RK73B1ETT*333J

R9, R10, R11 3 チップij TBD ±5% 1005 (0402) − −

C1 1 チップコンデンサ 0.1 �F, 35 V ±10% 0603 (0201) klc'm GRM033R6YA104KE14#

C3,C4 2 チップコンデンサ 0.1 �F, 35 V ±10% 0603 (0201) klc'm GRM033R6YA104KE14#

C5,C6 2 チップコンデンサ 0.1 �F, 35 V ±10% 0603 (0201) klc'm GRM033R6YA104KE14#

C7,C8 2 チップコンデンサ 4.7 �F, 35 V ±10% 1608 (0603) klc'm GRM188R6YA475KE15#

CN1A, 1B 1 ピンヘッダ 12 pins x 2 − 30.48 x 5.08 Wurth Electronik 61302421121

CN2 1 ピンヘッダ 12 pins − 30.48 x 2.54 Wurth Electronik 61301211121

PCB 1 PCB − − 30.48 x 20.32

NOTE: pqでKしたFdはcdYrsにはUtしていません。

http://www.onsemi.jp/


LV8714TASLDGEVK

www.onsemi.jp
20

ボード ! (2/2)

Figure 4. ONBB4AMGEVB ベースボード !
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Table 2. ベースボード �(�

�(�) *� �(+ , ��- サイズ メーカ �(+

D1 1 ダイオード − − SOD123 オン セミコンダクター MBR230LSFT1G

CN1, 2 2 Arduino Micro5
コネクタ

− − ∅1.02 x 17 − 2.54 pitch uvwx FSS−41085−17

CN3 1 モジュール5コネクタ − − ∅1.02 x12 x 2 lines − 2.54 pitch Wurth Electronik 61302421821

CN4 1 モジュール5コネクタ − − ∅1.02 x 12 − 2.54 pitch Wurth Electronik 61301211821

CN5, 7, 8 3 モータyz5コネクタ − − ∅1.1 x 4 − 3.5 pitch Wurth Electronik 691243110004

CN6 1 �{yz5コネクタ − − ∅1.1 x 2 − 3.5 pitch Wurth Electronik 691214110002S

J1 1 DCジャック − − 9.0 x 14.5 Wurth Electronik 694106301002

J2 1 UART5
ピンヘッダ

− − ∅1.1 x 4 − 2.54 pitch Wurth Electronik 61300411121

C1 1 �|コンデンサ 100 �F, 50 V ±10% − Wurth Electronik 860020674015

PCB 1 PCB − − 80 x 60

NOTE: ベースボードの~わりに�'��などを�5する��はVCC−GND�3�に�ずC1�6の��コンデンサを��してください。

���はモジュールの��、��の��となります。
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ライセンス

�キットに�まれる、オン・セミコンダクターで)�した GUI、GUI �ファームウェア�び API library

は]Yのライセンスに0います。
Copyright 2018 ON Semiconductor. All rights reserved.
This software and/or documentation is licensed by ON Semiconductor under limited terms and conditions.
The terms and conditions pertaining to the software and/or documentation are available at

http://www.onsemi.com/site/pdf/ONSEMI_T&C.pdf (“ON Semiconductor Standard Terms and Conditions of Sale, Section
8 Software”).

Do not use this software and/or documentation unless you have carefully read and you agree to the limited terms and
conditions.

By using this software and/or documentation, you agree to the limited terms and conditions.

http://www.onsemi.jp/
http://www.onsemi.com/site/pdf/ONSEMI_T&C.pdf
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ADDITIONAL INFORMATION
TECHNICAL PUBLICATIONS:
Technical Library: www.onsemi.com/design/resources/technical−documentation
onsemi Website: www.onsemi.com

ONLINE SUPPORT: www.onsemi.com/support
For additional information, please contact your local Sales Representative at
www.onsemi.com/support/sales

onsemi,  , and other names, marks, and brands are registered and/or common law trademarks of Semiconductor Components Industries, LLC dba “onsemi” or its affiliates
and/or subsidiaries in the United States and/or other countries. onsemi owns the rights to a number of patents, trademarks, copyrights, trade secrets, and other intellectual property. A
listing of onsemi’s product/patent coverage may be accessed at www.onsemi.com/site/pdf/Patent−Marking.pdf. onsemi is an Equal Opportunity/Affirmative Action Employer. This
literature is subject to all applicable copyright laws and is not for resale in any manner.

The evaluation board/kit (research and development board/kit) (hereinafter the “board”) is not a finished product and is not available for sale to consumers. The board is only intended
for research, development, demonstration and evaluation purposes and will only be used in laboratory/development areas by persons with an engineering/technical training and familiar
with the risks associated with handling electrical/mechanical components, systems and subsystems. This person assumes full responsibility/liability for proper and safe handling. Any
other use, resale or redistribution for any other purpose is strictly prohibited.

THE BOARD IS PROVIDED BY ONSEMI TO YOU “AS IS” AND WITHOUT ANY REPRESENTATIONS OR WARRANTIES WHATSOEVER. WITHOUT LIMITING THE FOREGOING,
ONSEMI (AND ITS LICENSORS/SUPPLIERS) HEREBY DISCLAIMS ANY AND ALL REPRESENTATIONS AND WARRANTIES IN RELATION TO THE BOARD, ANY
MODIFICATIONS, OR THIS AGREEMENT, WHETHER EXPRESS, IMPLIED, STATUTORY OR OTHERWISE, INCLUDING WITHOUT LIMITATION ANY AND ALL
REPRESENTATIONS AND WARRANTIES OF MERCHANTABILITY, FITNESS FOR A PARTICULAR PURPOSE, TITLE, NON−INFRINGEMENT, AND THOSE ARISING FROM A
COURSE OF DEALING, TRADE USAGE, TRADE CUSTOM OR TRADE PRACTICE.

onsemi reserves the right to make changes without further notice to any board.

You are responsible for determining whether the board will be suitable for your intended use or application or will achieve your intended results. Prior to using or distributing any systems
that have been evaluated, designed or tested using the board, you agree to test and validate your design to confirm the functionality for your application. Any technical, applications or
design information or advice, quality characterization, reliability data or other services provided by onsemi shall not constitute any representation or warranty by onsemi, and no additional
obligations or liabilities shall arise from onsemi having provided such information or services.

onsemi products including the boards are not designed, intended, or authorized for use in life support systems, or any FDA Class 3 medical devices or medical devices with a similar
or equivalent classification in a foreign jurisdiction, or any devices intended for implantation in the human body. You agree to indemnify, defend and hold harmless onsemi, its directors,
officers, employees, representatives, agents, subsidiaries, affiliates, distributors, and assigns, against any and all liabilities, losses, costs, damages, judgments, and expenses, arising
out of any claim, demand, investigation, lawsuit, regulatory action or cause of action arising out of or associated with any unauthorized use, even if such claim alleges that onsemi was
negligent regarding the design or manufacture of any products and/or the board.

This evaluation board/kit does not fall within the scope of the European Union directives regarding electromagnetic compatibility, restricted substances (RoHS), recycling (WEEE), FCC,
CE or UL, and may not meet the technical requirements of these or other related directives.

FCC WARNING – This evaluation board/kit is intended for use for engineering development, demonstration, or evaluation purposes only and is not considered by onsemi to be a finished
end product fit for general consumer use. It may generate, use, or radiate radio frequency energy and has not been tested for compliance with the limits of computing devices pursuant
to part 15 of FCC rules, which are designed to provide reasonable protection against radio frequency interference. Operation of this equipment may cause interference with radio
communications, in which case the user shall be responsible, at its expense, to take whatever measures may be required to correct this interference.

onsemi does not convey any license under its patent rights nor the rights of others.

LIMITATIONS OF LIABILITY: onsemi shall not be liable for any special, consequential, incidental, indirect or punitive damages, including, but not limited to the costs of requalification,
delay, loss of profits or goodwill, arising out of or in connection with the board, even if onsemi is advised of the possibility of such damages. In no event shall onsemi’s aggregate liability
from any obligation arising out of or in connection with the board, under any theory of liability, exceed the purchase price paid for the board, if any.

The board is provided to you subject to the license and other terms per onsemi’s standard terms and conditions of sale. For more information and documentation, please visit
www.onsemi.com.
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